
精華町まちづくり実施計画（概要版） 

（精華町防災食育センター新築工事基本設計報告書） 
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１．施設概要 

（１）まちのめざす姿と基本方針 

平成 30 年度に策定した「精華町まちづくり基本構想」では、「安全・安心」と「多文化交流」を軸として、

本町に集まった人たちや組織などが、それぞれの持つ役割を果たしながら、それが調和的に重なり合うことを

「協奏のまちづくり」と定義し、“めざすまちの姿”としました。 

また、まちのめざす姿を実現するため、4つの基本方針を定めました。 

●安全・安心で美味しい中学校給食を実施します 

●災害時の食料供給機能や受援機能を備えた防災

拠点の整備を行います 

●スポーツや文化活動などによる多種多様な交流

を図ります 

●食を通じて世代間交流や地元生産者などとの交

流を図ります 

●町内の各コミュニティや国際交流などに関する

情報発信や交流の拠点の整備を行います 

●食育の充実や情報発信により、健康的な食生活

の普及を目指します 

●生涯学習施設の整備により、スポーツや文化活

動を振興し、心身ともに健康増進につなげます

●健康総合拠点施設との連携により、健康長寿の

まちづくりを目指します 

●町の歴史や文化を知ること、また、災害体験にふ

れることなどにより、未来のまちづくりにつな

げます 

●災害時と平常時の複数機能を持つ施設とすると

ともに、将来を見据えた施設整備や管理運営方

法についても検討します 

（２）施設整備方針 

まちのめざす姿と基本方針を踏まえ、災害時に必要な機能を前提とした上で、災害時の食料供給拠点としての

機能と平常時の中学校給食センター機能を併設する「防災食育センター」を整備します。 

＜防災食育センターに付加すべき機能や活用方法＞ 

災害時 平常時 

●被災者への食料供給機能 

●アレルギー対応食の供給機能 

●非常食の備蓄 

●安全・安心で美味しい中学校給食の実施 

●食育の発信拠点 

●多種多様な交流の場 

＜防災食育センターに導入する機能＞ 

・応急給食機能 被災者への炊き出しを行います 

・備蓄機能  炊き出しに使用する米、汁物用乾燥具材を備蓄します 

・学校給食機能 災害時に稼働する応急給食設備を利用し、町内の中学校へ給食を提供します 

・食育学習機能 平常時は給食の調理現場の見学や、防災や食育に関する講習会を実施します 

・地域交流機能 平常時に地域住民の交流を促し、共助の意識を高めます 

（３）施設概要 

防災食育センターは、町の中心部に位置し、JR祝園駅、近鉄新祝園駅から近く、幹線道路である町道菱田・植

田線、山手幹線道路へのアクセスも良好な精華町立精華中学校の東側の空地を活用して整備します。 

＜防災食育センターの施設概要＞ 

項 目 内 容 

敷地面積 約 1,445 ㎡ 

延べ面積 1,078.68 ㎡ 

建築面積 668.72 ㎡ 

構造・規模 鉄骨造、2階建て 

想定食数 

災害時：4,650 食（＝1,550 食×3日） 

平常時：1,200 食（≒1,139 人＝生徒 1,042 人＋教職員 97 人） 

アレルギー対応：35食程度（1,200 食の約 3％） 

実施方式 センター方式（防災食育センターから各中学校へ配送） 

運営体制 
災害時：町職員を想定 

平常時：民間委託を想定 

安全・安心に備える 多種多様な交流を図る 

健康増進へつなげる 未来を見据える 

安全・安心と多文化交流による『協奏のまちづくり』 
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２．施設計画 

（１）配置計画 

・建物配置は、北側に隣接する幼稚園への臭気や日影等に配慮し、敷地南側に寄せた計画とします。 

・敷地北側は、荷受や配送等の車両の通行と受水槽や設備室等の設置を考慮したスペースを確保します。 

・敷地の出入口は、北東部に設け、周辺の道路状況（南側の交差点）や建物配置に配慮した計画とします。 

（２）諸室計画 

・災害時、平常時ともに有効利用される施設とするため、導入機能ごとに以下の諸室を計画します。 

応急給食機能 

学校給食機能 

汚染作業区域 
荷受室、検収室、下処理室、食品庫、仕分室、油庫、米

庫、洗米室、回収風除室、洗浄室、残菜庫、備品庫 

非汚染作業区域 調理室、炊飯室、和え物室、コンテナプール、配送風除室 

その他（職員・

調理員エリア） 

前室、事務室、給湯室、更衣室、休憩室、食堂（打合せ

室）、調理員用トイレ、洗濯乾燥室 

食育学習機能 

地域交流機能 

備蓄機能 

食育展示見学スペース、多目的室、倉庫、外来用トイレ、備蓄倉庫 

（３）構造計画 

・当該施設の第一の整備目的である「応急給食機能」の実現のためには、厨房機器の自由なレイアウトが重要

となります。そのため、建物構造は大スパンが可能な鉄骨造を採用するものとします。 

・大地震後に補修することなく安全確保や機能確保が図れるよう、耐震安全性に配慮した計画とします。 

※ハザードマップより、敷地周辺は地震による震度が 6 強と想定されています。なお、周辺の活断層として、

南側に植田断層、北西側に僧坊撓曲が位置していますが、これらは共によく似た形状であり、階段状にずれ

が生じている可能性があるため、敷地内に活断層が存在する可能性は低いと考えられています。 

（４）意匠計画 

・敷地面積が限られているため、1 階を応急給食機能・学校給食機能、2 階を食育学習機能・地域交流機能等

としたコンパクトな平面計画とします。また、体の不自由な方に配慮し、2階へ上がるエレベーターを設置

します。 

・災害時に前面道路が通行止となった場合を想定し、建物南東部に非常時用の配送扉とデッキを設け、精華中

学校の敷地内を経由して配送できる計画とします。 

・2階の食育展示見学スペースには見学用窓を設置し、1階の調理作

業が見学できるよう、食育に配慮した断面計画とします。 

・立面計画として、隣接する精華中学校の外観デザインを踏襲する

とともに、周辺住宅地との調和に配慮した外装計画とします。 

（５）設備計画 

①厨房設備 

・災害発生後、最低 3日間、応急給食（白米と汁物）の提供が行える施設とします。 

・災害時用の食材（米 470kg 程度、乾燥具材 4,700 食分）を備蓄します。 

・応急給食の設備機器は、災害時に熱源供給がストップした場合でも稼働できるよう、ガス熱源とします。

また、ガスの種類については、災害時の対応を考慮して、プロパンガスを採用します。 

②給水設備 

・災害時の給水本管破損による断水対応として、災害時の必要容量を考慮した受水槽を設置します。 

・受水槽の付属設備として、災害時に安全な水が供給できるよう直接受水槽から給水可能な水栓器具や残留

塩素を保持するための自動滅菌装置を設置します。 

③排水設備 

・周辺の地域環境に配慮し、厨房排水に対しては地中埋設型の排水除外施設を設け、悪臭成分を分解し下水

道に放流します。 

④非常電源設備 

・災害時等の停電で電力が利用できない場合を想定し、必要な電力を考慮した自家発電設備を設置します。 

・自家発電設備用のオイルタンク（地下タンク）を設置し、3日間程度の送電が可能な計画とします。 

⑤空調・換気設備 

・空調設備の熱源は、操作性が良く、メンテナンスが容易な電気式空冷ヒートポンプパッケージ型空調機を

選定します。 

・燃焼排ガスが発生する連続炊飯システムや固定式ガス回転釜等は、排気フードによる換気方式を採用し、

燃焼排ガスを直接屋外に排出する計画とします。 

・洗浄室は、洗浄器内の高温多湿な空気を室内に拡散させないため、洗浄機に排気ダクトを接続し、直接排

気を行う計画とします。 

⑥脱臭設備 

・調理臭を伴う排気系統については、脱臭装置を設置し、周辺の住環境等に配慮した計画とします。 

（６）概算事業費 

・建築工事（建築付帯設備、外構含む） 770,000 千円

・厨房設備工事 200,000 千円

合計 970,000 千円

（７）事業スケジュール 

令和元年度 令和２年度 令和３年度～５年度

●基本計画策定 ●実施設計 ●建設工事 ●実施計画策定 
・基本設計 
・運営方針の検討等 

●竣工 

精華中学校外観 
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配置計画の考え方

1、敷地搬出入口の位置は北東部に設け、敷地高低・道路状況に配慮した計画とします。

2、建物位置は南側に寄せて、隣接幼稚園に配慮した計画とします。

3、建物形状をL型にすることで搬出入口をそれぞれ北側に設けて、車両の

搬出入口位置を明確にした計画とします。

付近見取図

敷地概要

都市計画区域

用途地域

防火地域

地域・地区

壁面後退

市街化区域

第１種住居専用地域　200/60

指定なし（法22条地域内）

民地後退　50cm

第3種高度地区(絶対高さ＜15m)

ﾊﾞﾙｸﾀﾝｸ

150 1505,000 1,000

4、バルクタンク周囲に防火壁を設け、隣接幼稚園・中学校へ防火上配慮した計画とします。

排水処理施設(埋設)

出入口

3

精華町防災食育センター新築工事基本設計報告書

３．基本設計図



デッキ
非常時用

魚･肉下処理室

仕分室食品庫

検収室

プラット

ホーム2

プラット

油庫

煮炊調理室

(調理員用)

玄関

備品庫

回収風除室

訂正
図面番号

精華町　防災食育センター　新築工事

scale date design check

R2年 3月

１階平面図

1/100

洗浄室

コンテナプール

コンテナ洗浄

配送風除室

カート洗浄

コーナー

和え物室

ホーム1

荷受室2

玄関

(外来用)

米庫 洗米室

野菜下処理室

非常

非常

炊飯室

下足

下足

30,000

3,000 27,000

7,275 6,450 6,750 6,525

2,000 2,725 2,550 15,725 4,000

3
,6

0
0

4
,9

2
5

8
,5

2
5

7,
5
00

3
,5

0
0

4,
7
2
5

1
6,

02
5

8,
22

5
3
,7

50

28
,
00

0

6,450

2,650 3,800 3,750 3,000 2,525 4,000

2,0007,2753,000 19,725

13,2755,275 2,000

28
,
00

0

2
4,

25
0

3
,7

5
0

19
,
5
25

4,
72

5

2,
8
0
0

3,
1
5
0

3,
0
7
5

3,
50

0

2
,5

7
5

5
00

H7

H1

H2

H1

H2

H1

H2
i1 i3 i3 i3

i5 i7i2 i8
i3 i3 i3

H1

H2

i8

i9
i6i4

H1

H2

F2

E20
F1 F3

H9

E21 F4

E22 H8

H5

E23 E15

SS

H3
E16 E18 E19
E17

E10

J3
H3J4

E7
E9 E8 E10

E9

B1 B9

H3B8A5
H6

E8SS B7B2
E8 E10A4

E9E2 E3-1 E3-2
B5-2 B6 E1

B4
H3B10A6

H4B4

E8 E10B3
E9A7 B5-1 B6 E1

E4 E5-1 E5-2

E6
C1 C2

H6
C7 C4 C5 E8 E10

E9

C8C6C3 C3
E6A4

SSD2

E13D3 E14D4

E10E12

D1 D5
SD

A1 D6A2 H5D7

A3
E11

G15 G15 G14 G13

G10G5 G12A11 G6G1 G3 G7 G8 G9
G2

G11
SDG12

G16G4

PS

UP

UP

UP

UP

UP UP

残菜庫

UP

UP

Ａ－

X0

Y1

Y2

Y5

Y4

Y3

Y1

Y2

Y2b

Y5

Y4

Y3

Y3b

X1 X2 X3 X4 X5

下足

3,
22

5
1
,5

0
0

下足

N

：非汚染区域

：汚染区域

：前室

：一般区域

：調理員区域

設備室

入荷

回収

配送

一般出入口
職員出入口

1,500

器具･カート
洗浄コーナー1

A8

A1 A2

A3

荷受室1
入荷

A10A9 A9

3,
1
5
0

1
,2

7
5

3
,
8
50

ゴミ庫

J
1

J
2

J1 J1 J2 PS

前室

J2

J3

J3
ホールUP

2,500 500

2,
5
00

5
00

ＥＶ

2,
57

5
5
00

下足

職員・一般出入口

4

精華町防災食育センター新築工事基本設計報告書



訂正
図面番号

精華町　防災食育センター　新築工事

scale date design check

R2年 3月1/100

２階平面図

30,000

3,000 27,000

6,450 6,750 6,525

3
,6

0
0

4
,9

2
5

8
,5

2
5

7,
5
00

3
,5

0
0

4,
7
2
5

1
6,

02
5

8,
22

5

6,450

7,2753,000 19,725

13,2755,275 2,000

28
,
00

0

2
4,

25
0

3
,7

5
0

19
,
5
25

4,
72

5

2,
8
0
0

3
,
92

5
3,

0
7
5

3,
50

0

5
00

5
00

5,
7
25

6
,2

2
5

1,
3
50

外来用

男子WC

見学スペース

展示スペース

多目的室

米庫

吹抜

洗米室 炊飯室

吹抜 倉庫倉庫

更衣室(W) 休憩室(W) 更衣室 休憩室(M)
(M)

洗濯･乾燥室 食堂(打合せ室)

多目的WC

備蓄倉庫

5,400 1,800 3,600 6,5252,4002,500 2,300 2,475

庇屋根

見
学

用
窓

見
学

用
窓

煮炊き調理室
吹抜

廊下

廊下

PS

PS

PS

DN

DN

MWC
WWC

女子WC

外来用

27
5

1,
35

0
3
,3

75

2,
2
7
5

3
00

事務室 給湯室 事務室

3
,7

5
0

2
4,

25
0

2,000 2,725 2,550 3,350 3,100 3,000 6,275 4,000

7,275

調理カウンター 調理カウンター

バルコニー

Ａ－

X0

Y1

Y2

Y5

Y4

Y3

Y1

Y2

Y2b

Y5

Y4

Y3

Y3b

X1 X2 X3 X4 X5

N

：非汚染区域

：汚染区域

：前室

：一般区域

：調理員区域

▲

自家発電機 250kVA

受変電設備

燃料小出槽
500L

排風機脱臭装置

ビ
ル
用
マ
ル
チ
型
空
調

室
外
機

業
務
用
電
気
温
水
器

給湯用熱源機

ＥＶ

2
,
30

0
5
00

吹抜

吹抜

吹抜

5
00

2
,5

00

2,500 500

5

精華町防災食育センター新築工事基本設計報告書



1
,0

0
0

1,000

訂正
図面番号

精華町　防災食育センター　新築工事

scale date design check

R2年 3月1/100
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訂正
図面番号

Ａ－５

精華町　防災食育センター　新築工事

scale date design check

1/200 R2年 3月

断面計画の考え方

・屋根は陸屋根とするとでソーラーパネル等の

設置を考慮し省エネに配慮します。

設置、メンテナンスを考慮したスペースを確保。

・天井裏は設備スペースとし設備機器、配管の

・見学スペースの設置により調理作業が見学でき

・機械排煙をせずに排煙窓を有効に設置しコスト

縮減を図ります。

食育に寄与します。

して、周辺環境に配慮します。

・身障者の方が直接２階へ上がれるように配慮して

２階直通エレベーターを設置します。
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訂正
図面番号

Ａ－５

精華町　防災食育センター　新築工事

scale date design check

1/200 R2年 3月
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精華町防災食育センター

精華町防災食育センター

訂正
図面番号

Ａ－５

精華町　防災食育センター　新築工事

scale date design check

1/200 R2年 3月

立面図１

立面計画の考え方

Ａ:ＡＬＣ版 t100＋防水型弾性複層塗材Ｅ(色分け)

・近隣住宅地との調和を図り和風の外装計画とします。

Ｂ:コンクリート打放補修＋防水型弾性複層塗材Ｅ

Ｃ:カラーガルバリウム鋼板瓦棒葺き

Ｄ:防音フェンス

Ｅ:スチール＋耐候性塗装(柱・梁)

Ｆ:カラーガルバリウム鋼板
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訂正
図面番号

Ａ－５

精華町　防災食育センター　新築工事

scale date design check

1/200 R2年 3月

立面図２

Ａ:ＡＬＣ版 t100＋防水型弾性複層塗材Ｅ(色分け)

Ｂ:コンクリート打放補修＋防水型弾性複層塗材Ｅ

Ｃ:カラーガルバリウム鋼板瓦棒葺き

Ｄ:防音フェンス

Ｅ:スチール＋耐候性塗装(柱・梁)

Ｆ:カラーガルバリウム鋼板
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